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福島うちどくネットワークの設立のお知らせ 

 

 この度、家読（家族ふれあい読書）運動を広げ、福島県内の子ども達を健全

育成していくことを目的に、平成 29年 2月 22日、「福島うちどくネットワーク」

を設立（別紙 設立趣意書）いたしました。 

本組織は、福島県内で活動する家読推進者やその関係者で集い結成されるも

のです。今後は、各個人や各地域における実践活動を共有するとともに、子ど

も達が直面する課題を解決していくためのフォーラム等を開催する予定であり

ます。 

 ついては、本運動を広げるため会員を募集します。趣旨に賛同いただける個

人や団体の方は、下記によりお知らせください。今後、家読に関する情報交換

のための連絡会等のご案内をさせていただきます。 

 なお、家読に関する詳細情報は、家読推進プロジェクト公式ホームページ「う

ちどく.com」をご覧ください。 

 

記 

 

「福島うちどくネットワーク」の会員加入ご希望の個人及び団体（福島県在

住者）様は、下記の内容を国見町生涯学習課までメールでお送りください。 

アドレス shogai@town.kunimi.fukushima.jp 

 

［氏名・団体名] [ふりがな] 

［住所 電話番号］ 

 [メールアドレス] 

 [ご意見・お問い合わせ内容] 

 

 

 

 

mailto:shogai@town.kunimi.fukushima.jp


設立趣意書 

子どもが家庭に生まれ、親と子の間で、ごく自然に行なわれるはずの、様々

なかかわりを持ちながら成長していくことが難しくなっているという問題があ

ります。その大きな要因としてメディアの問題があります。現代の子ども達を

取り巻く環境は、ゲームやインターネット、携帯電話からスマホへとメディア

漬けであり、家族の団らんや親子の会話が欠落し、今の子どもたちの心は不安

定な状態になっています。その不安定な心は、自己肯定感や自尊心の低下につ

ながり、不登校やいじめ等の遠因となっていることは否めません。大切なこと

は、家庭・地域・学校それぞれが、互いに協力・協働して子どもの成長のため

に必要な、今できる取り組みを工夫して実践していくことです。 

この問題を、読書という方法で和やかな家庭環境をつくり、家族のコミュニ

ケーションを豊かにする手法として「家読（うちどく）」は極めて有効でありま

す。家読（うちどく）とは、家族ふれあい読書の略語です。家庭で本を読むこ

とを目的とし、家族団らんの中で子どもが本にふれあうことで心豊かで健全な

子どもの育成を願った取り組みです。私たちは、この「家読（うちどく）」を一

部の熱心な方を中心とした活動にとどめることなく、福島県全体としての取り

組みを視野に入れ、他地域への広がりを考えていきたいと思います。 

本ネットワークは、福島県内の家読（うちどく）を実践及び推奨している自

治体、教育委員会、図書館、公民館、学校及び企業、民間団体と連携すること

で、それぞれの家読（うちどく）運動を活性化させ、福島県内の子どもの健全

育成に広く貢献していきたいと考えます。 

 

平成２９年２月２２日 

 

               福島うちどくネットワーク代表 岡崎 忠昭 

 

 

 家読ネットワーク組織編成 

役職 名前 所属 

代表 岡崎忠昭 国見町教育委員会教育長 

事務局長 紺野宗作 二本松市立石井小学校長 

会員 現在２０名  

顧問 佐川二亮 家読推進プロジェクト代表 

顧問 高信由美子 元矢祭町教育委員会教育長 

 


